
先週のASEAN市場は二極化。インドネシア、マレーシア急伸の一方、ほかは安値更新
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先週は週末に従来安値を割り込んだ後、急反発しての終了となった。インドネシアやマレーシアの急伸と異なっ
たのは需給関係によるもの。インドネシアなどに比べ、外国人投資比率が高いため、売り姿勢の強さが色濃く反
映された格好だ。ファンダメンタルズ的には変化がないので、逆に言えば先週のような突っ込みは絶好の仕掛け
場になる。ただ、今週はクリスマス休暇を挟んでおり、閑散とした相場展開になるだろうが、こうした時にこそ新春
相場に向けて銘柄選びに勤しみたい。

市場一刀両断 新春相場に向けて銘柄研究を。



アナリスト注目銘柄 AbaCore Capital Holdings  (ABA)
（DMC)
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【注目材料】業態変貌中の銘柄。新規に注力してきた不動産開発事業が開花し最終益が劇的に拡大。19年も2ケタ増益が期待さ
れる。さらに最近ではパタンガスで大規模開発を行う準備が着々と進み、20年以降もEPS成長が期待できる。

【会社概要】元々は石炭採掘のために創業したが、その後ゲームや不動産開発、インフラ投資などに展開。急速にコングロマリッ
ト化が進展している。
【投資戦略】先週、大陽線が出現しBestテクのストキャス・クロスでドテン買い判断となった。急速なEPSの拡大にまだ株価がついて
いけず妥当株価倍率（PVR）は0.3倍未満にとどまる。中期で値幅妙味を期待できる銘柄で、絶好の仕掛け場といえる。

Analyst’s Take: StrongBuy
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NEW！ 低リスク・高パフォーマンスの“UpDown投資”

読者が株長者になっていただきたいために開発
したのが“UpDown投資”。これは銘柄ごとに決ま
る「Bestテク」の確定足の判断で、寄付きに“買い
建て”、引けに“決済”するもの。日足なら1日、週
足で1週間だけの投資期間で、保有リスクは限ら

れる。一方でパフォーマンスは、通常のトレードよ
り多いケースも多々ある。
指数採用30銘柄のBuy判断銘柄。週足なので月

曜寄付きに買い注文を出し金曜引けで決済する
わけだ（ただしパフォーマンスは売買手数料など
は除外）。
下は右銘柄のなかのパフォーマンス例。



複製禁止。本資料はGLB.inc（以下「当社」といいます。）が情報提供のみを目的として作成したものであり、投資の推奨を行うものではありません。また、提供する情報は当社
が信頼に値すると判断したものを採用しておりますが、その正確性を保証するものではありません。また、これらを基にしたお取引及びその結果について当社は一切の責任を負い
ません。本データは将来の利益や結果を約束するものではありません。売買の最終判断はご自身の判断でお願い致します。また、本システムは事前の告知および予告なく変更する
ことがあります。あらかじめご了承ください。

4

ICHMOKU判断銘柄 Vista Land & Lifescapes, Inc. (VLL)

今週は「テクニカル診断」ページのICHIMOKU判断検索に新たに追加した「AIパターン検索」を活用した銘柄抽出。

今回は週足ICHIMOKUでAIパターンでの

遅行線上抜けでスクリーニングを行った。
結果は上記6銘柄で、流動性やチャート
の動きなどを総合的に判断しVLLに決定

した。検索条件は週足は売り継続だが、
安値は遅行線での下値になっており、
絶好の押し目買いを示唆している。
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最低売買金額一覧（12/20現在）
現在）


